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論 文 の 要 旨 
 








 第１章 明治期養子法・制度の背景と国民国家の成立 
 第２章 明治期における社会思想と養子法・制度 




 第５章 樋口一葉作品における「一人娘」と婿養子 
 第６章 石上露子の「天職」と「代替的」な希望としての養子 
















































審 査 の 要 旨 
 
１ 批評 
  本論文は、明治文学作品を養子法・制度から読み直すことに取り組んだ意欲的な論文である。本論
文の著者は、国民国家創出の過程に沿って制定化されつつあった養子法・制度が国や社会、「家」、個
人に与える影響について明治期の多くの法律家や知識人が意識しており、また文学でも養子法・制度
が作品中に多く取り入れられていたという立場にある。論文の各章の考察は一貫してこの視点からな
され、また分析も著者の立場を支持するものであり、全体としてまとまりのある論考となっている。 
  本論文は、法学、文学理論、比較文学、社会文学等の理論と方法論を駆使して、明治期の養子法・
制度に着目し、同時代の文学作品を新しい視野から体系的かつ包括的に調査・分析・考察した研究で
ある。日本の養子制度は、日本人にとって「自明」なものであるので、著者の着眼点そのものが独創
的であり、また実際に独創的な見解を提示している。第１章と第２章では養子法・制度、第３章から
第５章では養子法・制度の中心を成した家督相続のための養子縁組を扱った文学作品、第６章と第７
章では養子法・制度の保護・規制の範囲外に取り残された養子の形を文学作品に見出して考察してい
る。養子法・制度に関しては、知識人たちの間に賛否両論があったが、国木田独歩、与謝野晶子、樋
口一葉、石上露子、曙須賀子などの文学者は多様な立場からこの問題を作品で描いた。とりわけ、与
謝野晶子の短編集、石上露子の小説、曙須賀子の新体詩など、従来注目されていなかった作品や作家
をとりあげ、洞察力のある読みを提示している。さらに、明治文学作品を養子法・制度から読み直す
過程で、当時のジェンダー、階級、「外地」のアイヌを含めた社会的弱者の置かれた立場にいたるまで
考察を深めるという成果をあげている。とくに、第６章の石上露子の養子論と第７章の曙須賀子の「養
子／女」論を中心に新知見が見られる。 
以上のように、本論文は力作ではあるが、問題がないわけではない。作品解釈、法律用語使用、論
証について、一層の精密化が必要である。また、曙須賀子が木村曙であると立証するための決定的な
根拠の提示などの課題が残っている。 
  とはいえ、このような課題への取り組みは著者の今後の研鑽に託するところのものであり、明治文
学作品を養子法・制度の視点から新たに解明した本論文が達成した成果は極めて優れたものであると
判断される。 
 
２ 最終試験 
  平成２８年１月２３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
